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【はじめに】TlBr結晶は、Tlの大きい原子番号

（=81）に起因する高い線減弱計数を有してお

り、高エネルギー光子の高効率での検出に適し

ている。比較的大きいバンドギャップを有する

間接遷移型半導体であることから、室温で動作

可能な半導体検出器としての開発が長年進めら

れており、近年では非常に良好な検出器特性が

実現されている。 

 直接型の検出器として動作するTlBr結晶につ

いて、その発光特性を調査するモチベーション

は次の２点である。一つは、発光あるいはシンチ

レーションにより、放射線計測のタイミングを

とることのできる可能性である。もう一つは、基

礎的な物性の観点からの興味である。半導体検

出器として利用される結晶は、一般に、不純物や

欠陥濃度が非常に低い。そのため、その結晶固有

の光学応答を調査する上で、格好の対象となる。 

 本研究では、これらの光および放射線励起に

よる TlBr結晶の応答を調査する目的で、低温域

における発光およびシンチレーション特性を報

告する。 

【実験】帯域溶融による純化後の結晶について、

クライオスタット中で低温に保ちながら、フォ

トルミネッセンスあるいはシンチレーション特

性を解析した。 

【結果と考察】図１にＸ線誘起ラジオルミネッ

センススペクトルを示す。480 nm付近と 660 nm

付近に、それぞれ発光帯が観測された。図 2に、

励起波長 325 nm でのフォトルミネッセンスス

ペクトルを示す。ラジオルミネッセンススペク

トルとは異なり、520 nm付近に発光帯が観測さ

れた。図 3に，光励起にて観測された発光帯の、

ミリ秒領域での減衰挙動を示す。マイクロ秒か

ら数ミリ秒での減衰が観測された。 

 

図 1 TlBr の 16 K 以下でのＸ線誘起ラジオ

ルミネッセンススペクトル 

 

図 2 TlBr のフォトルミネッセンススペクト

ル（励起波長：325 nm） 

 

図 3 TlBr のミリ秒領域でのフォトルミネッ

センス時間プロファイル 
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